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第4款　宇宙開発活動の共通手段の展望

第10章　ロケットの長期展望

　　　　1．国産ロケットの意義

　　　　宇宙空間への輸送手段の確保は、宇宙開発の前提条件であり、自ら国産ロケ

愚ツトを漉することを含め・その鮪の意義は・次のよう・膀えられる・り

　　　　（1）機能的独立性

　　　　宇宙開発活動は、国際協力の側面を持つものであるが、本質的には国家的事

　　　業であり、国の多くの資金や入材を投入して遂行するものであるので、他国の

　　　都合や政策変更によって阻害されたり、停滞させられることは避iけなければならな

　　　い。そこで、不安定かつ不随意な国際関係の影響をできるだけ緩和し、我が国

　　　の宇宙開発を安定的に進めるために、宇宙空間への輸送手段の保持は不可欠で

　　　ある。

　　　　（2）生産効果の取得

　　　　宇宙開発の遂行、とりわけ、ロケットは低温材料、耐熱材料》各種制御機器

隅を始めとす銑端的な技術の結晶であり、その開発の遂行は、広鰍っ多様な

　　　関連分駒技術の発展を促進し・我が国の技術能力の向上嘆ずるとともに・

　　　宇宙輸送機麟が国の主要産業ひとつ璽で育成された場合は郷宇宙技術の

　　　応命領域の拡大や波及効果によって、各種の産業活動や国民生活の安定化とそ

　　　の向上に：資するものである。

　　　　このように、輸送手段の確立は、我が国の技術能力を高め、無形の国家的資

　　　産を形成するものとしても重要であり、将来の技術立国の基盤をなしている。

　　　　（3）国際協力基盤の確立　　『丁
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宇品『騨鍛嚥立は潤民的自信を難させるのみなら，ず・我が即

1国際的評価ないし地歩を固めるものであり、我が国が先進国、開発途上国を問わず

国際協力を行っていぐ基盤を築くものとして極めて重要な意義を有している・

2．　内外の動向

『（1）　日本の動向

　我が国の現状を見るに、当面M、Nを機種の非回収型・ケットを保有し科学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甑

観測や技術試験等に活用して知り、この点に澄いて一応独自の諸活動を行うだ

けの体裁を備え’ているが、将来における国際的な・ケット開発の分野に嘉いて

も我が国が相応の評価を保ち続け得るか否かは楽観を許さず、・ケット開肇長

期計画の方針樹立と琴行に関係者の英知と勇断が期待される時期を迎えている・

　現在確定した計画では、実用衛星等を打ち上げるために、N・ケットに続き

NロケットH型の晶晶までが決定されており、後述の大型液体水素ロケ㌧ト

（但しHr1ゴケット相当のもの）の開発は未確定状態にある。またMロケッ

トは、過去に鮒るM－4＄・M－3Cか鄭一3Hま．で発展し・・98ρ年

にはM－3畠として一応の完成を見ることになる。　　　　．

更に将来め誌としては、・幡三三液水三テー瑚嚇止三三

打上げ能力500～800Kg級（低高度軌道への打上げ能力5t相当）6大型液

体水幸吻「ト（但甲一1吻ト相当のもρ）を開発するべ！瀾騨

鞭が鏡融エヅンの開発研郷取り組んでいるの噸状飾る6．

　（2）外国の動向

　　　　　　　　　　　　　　　　1、
　現在は米国、ソ連、ESA、日本、中国が独自の打上げロケットを保有して

おわ、将来もまた、これら各鼠はその開発に独自の施策を打ち出していくであ

ろう・（図・・、一・参照），註のうち特に我が国と関係の三綱、IEslAの動

　　　　　　　　　　　　　　　　一148一、

　　　　　　　　　　∫　∵　　　　　　　　　　　1

　　向については深い関心を払わざるを得ない。

　　　米国は、アポロ計画の反動で予算的には大きく後退したもりの、一方これま

　　，ぞの既往投資を宇宙利用面で回収する意無込みを摯めてスペースシャトル三二

　　（STS）に取り組んでいる・STSの最大の国際的影響は・その大量輸送能力

　　と低輸送費である。このシステムが本格的に稼動すれば、ほぼ現在の10倍ゐ

　　重量を宇宙に送り出すことができ、また、これに加えで回収・再使用が可能な

　　　」
熟ことは三三の三三となる6一方との計画には次の2つの三三題点納

　　在していることも見逃せない。すなわち、①STSを成立させるための十分な

　　宇宙霰が保回れて旧い。②酵投入できる輪は低高度で潮回斜角

　　30。以上という制約がある。　、’、

　　　⇔’にっ欧は｝NASA自体四極的に縮糊領域の開拓鵬や・縮材料

1実験・綿太陽一子、ルギー三軍（SSPS）・宇宙コ　㎞などへの糊盛ん“、

　　に検討する噌方、広く国外にもSTSの利用を呼びかけているQ②につ㍉（一ては、

　　スペースタグによる静止軌道等へρ投入サービスも考えられそいるがな澄計画ゴ

　　衆階である・ま嫌い将来rSPSの醗などに対して嬬STSめ三三概

　　マ桁以上上回る宇宙輸送システムが必要で、この意味でST串は中間段階規模

鶏の宇回送システム拷えるζともでき、る．いず擁せよ、躰はもとよ馳

の打上げ諸国の宇宙計画に極あて大きい影響をもつ計画ぞあることは否定でざ

躯蜘当然のことながら米国国内に紳て旧来の岬狸吻ト
凸の開発はほとんど停止されることになっており、シャトル実用期に澄いても確

実に利用を予定されている機種ば、わずかにスカウト（全段固体4段）、のみで

ある。また新型固体戸ケットぷジャトルQ上段（1’US・）として最も早期に実用

される．であろうことな’ ﾇが注目すべき動向といえようわ

．
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　ESA依・この平なSTSを前提とし・静止軌道打上げ用非回収型ロケ字

トとしてアリアンを開発中である。それ以後の計画は未定であるが、例えばミ

ニシャトルなどが提案されているのは、米国のスペース・シャトルによる宇宙．

ステーションの建設を見込んで、これへの参加利用をも併せ考えてい1 驍ﾆも推

察されるが・何よりも宇宙輸送費の低減へ㊧二心のあらわれ⑱ろう1・

　（3）ま　とめ1

以上回し働三三喩的峰ると・1980年代前半までρ間・綱は三三　、

宙に鉄道を敷くことに相当するスペース6ジャトル計画に専念し、ES春及び日

本は♪ラック便に相当する中小型・ヶラトの開発に取り組み、これが米国のヌ

ペースヒ・シャトルに対し相補的役割を果たしつつ、併せて、その代替機能によ

り自国の宇宙開発に強固な地盤を築くよう努力してい’ると乞えよう。

それ以降の緬については宇叩上の伸び嘆存するが備ステー亨rン・

宇宙発電所などの技術試験期を経て、吏に、．より大量の宇宙輸送手段の開発に取　　　’

りかかる気運力盛り上？てくるこ、とは必定で・すでに綱を中心にいくつかの、

注目すべき提案がなされているσ

3．実施課題　　”

・我が駄将来の吻ト撒の醗を隣るに当たって既存緬との醗

性に配慮しつつ、以下の4課題を推進していく必要があろう。

　すなわち、　　　　　　　　　　　、　　　　”　　　　　　 一

　（1）既存技術の発展

　（2）　大塑液体水素ロケット（H：一1ロケット）開発

　（3）大型液体水素ロケッ・ト（ポストH－1ロケット）の開発

　④　宇宙活動能力を拡大する技術の開発　　　　　　　　　　　　　　　　＼

幽一
P51一
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　この場合、いずれの課題に澄いても

　①費用の侭；減　　　 1

　②製作準備期間の短縮

　③軌道選択の自由度拡大

　④作業の単純化

に留意し、固有の技術の伸長に努めることが肝要である。

敷将来は凍にスペース・クラフ弓ト融道上のオペレーシ払更玩んで⑳

は惑星大気中或は表面上の運航について、いくつかの必須な実施課題が予想さ

れるところである。

　以下、上記（1）（2）（3）及び（4）の開発課題について詳しく述べる◎

　（1）既存技術の発展

．Mロケット、　N『ケット共に既存の概念や形態にとらやれず、これらのロケ

ットが本来もっている長所を発展させていくべきであるQ以下にこれらのロケ

ッ．トの発展をそれぞれ固体ロケット技術及び液体ロケット技術の発展と解釈し

てく説明する。

　ア　固体白ケット技術

　固体ロケットが、製作及び取扱い㊧簡便性と、之μに由来する短期の製作準備　　｝

期・腋用性磯難に働ていることは国際的に一三した評価吻’・常．

にこれらに関する先行的技術が開発され、実用されてきている。我が国においても、

固体・ケット技術は、観測・ケットとともに過去20年間発展し続けその成果

がMロケット計画に結実しでき乏という、歴史的にも独特の歩みをみせてきた

ものであるが、今後更にこの技術を発展させ、設計上の合理性を極限まで追究

することとレ、・一層ρ分野開拓を目的としてMロ、ケット計画に引き続き新たな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご

緬を回する腰があろう・図・・一2及び測9－1にこの番う矧画

　　　　　　　　　　　　　　　　一一152一二　　　■　　　　　　　　　　　　　　L

　（ABSOLUTE（Advanced　Booster　by　Solid　Utilizing　Technology　of　Ex一

　　曳remityの略）計画）により開発するロケットとして考えられる形態及び諸元

　を示してある。

　　また、ABSOLUTEロケットを航空機から発射する形式とすれば、自由に発　’

　射場所を選び手軽に小中規模のミッションをこなすことができることとなり、

　発射場関係の諸制限を脱して優れた機動性を持たせることがでぎる。

魯　　な澄、固体ロケッ、トについては、将来の大型ロケットに論いて液体ゴケット

　　と緯み命わせて活用すること、今後の新しいロケット開発において固体ロケッ

　　トを活用して開発試験を進めること等の有効な利用法も検討する必要があろう。

撫
　｝．

図10－2（a）ABSO：LUT：Eロケット
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図10－2（b） も一747に搭載されてここから発射するABSQLUTEロケット

口
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表10－1　ABβOLUTE7ケットの重量諸元

第1段 第3段 第3段 ペイロード

鞠

総重量　（t） 100 39 9 1～2
久デジ重量（t） 61 30 7 一

三薬重量　（t） 54 26　　’ 6
『

一

比推力　（s） 240＊　， 290 290 一
，

（但し、＊印は海面上の比推力）
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　　　イ．液体ロケット技術　・

　　　液体』ケット技術は、．昭和39年ごろからの液体第2段ロ，ケットの開発、誘

　、導制御技術の開発、更に液体第1段ロケットの技術導入により基本技術を確立し、

　　　Nロケットを完成してきた。Nロケラトは低高度軌道に約1．3トン、静

　　止軌道に約130Kg以上のペイロードを打ち上げらμる・ケットで・静止衛

　　星（技術試験衛星H型、ETS－H）の打上げを含む1～3号機までの軌道投入

《連融功により性能・甑信頼性漣用性初他の面で実用・例ζして

　　運用に供し得ることが実証された。．

　　　　現在、この技術を更に発展させ、打上げ能力の向上を図ったNロケットn型

　　　（静止衛星打上げ能力約350Kg級）の開発が進められている・

　　　　今後、液体ロケット技術については、その成果であるNロケット及びNロケ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　ヅト皿型を＋分活用すること及び顛以降のHτ1ロケッ㌧ポストH｝1ロ

　　　ケットの基本技術として用いる之とが肝要である。

　　　　な澄、現在のNロケット及びNロケットH型は、次のような方向へ発展させ

　　　る必要があろう。

　　　　㈲　極、太陽同期軌道への打上げ能力を実証し、その打上げ能力の活用を図
ζ衡

　’　　　　る。　，

　　　　（イ）1地球重力脱出能力を実証し、その打上げ能力Q活用を図る。

　　　　㈲　米国のスペース・シャトルの利用を考えた時・ぞの能力を補うための上

　　　　　段ロケッ・トとして1用いる（図10－3参照。このことは、次項のH－1・

　　　　　”グトについても同様である。）。

　　　　　　ぎ
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図10－3　米国スペースシャトルで打上げる場合の上段として用い三三
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エンジン噴射、トランスファ軌道投入

エンジン噴射、目標軌道投入

衛星分離「．
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　　　（2）大型液体水素ロケット（h－1ロケット）の開発

　　　H－1、旦ケットは、次の2つの目的のために開発しようとするロケットである。

　　　ア　三水・ケット技術及び高精度誘導制御技術の開発

　　　イ。静止衛星打上げ能力500～800Kg、又は低高度軌道への打上げ能力3

　　　　～5tの確保　　　　、　　　　　馳

　　　このロケットについては現在宇宙開発委員会において種々検討されつつある

鳥が・宇三三事業団からこのロケッ堕Nロケット三型とする案耀案されて

　　1ハる。

　　　このNロケット皿型については、現在（昭和52年度）開発研究の段階にあり、

　　各種試験等によリエンジン性能、機体重量：、制御特性等の基本パラメータの見

　　通しを得て三段仕様等の見直しを行い、その後実機の仕様を確定し、で・曜和59

　・年度よリテスト打上げを実施し、昭和60年度より実用機の打上げを行う予定

　　とされている。

　　　ここで嫡・H一1吻トに対する旧記として・上記珊吻三型黙

　　びこれまでのNロケット三型檎三時に澄げる代替案を傘め、更に三三いくつか』

　　の検討対象を提示して旧く。（図10」4参照）’　　　　　　←，

偽即ち、第2段を液水・ケットとし・第・段にN・ケッ三型の第・段を用いたも、

　　の、固体補助ロケットを大型化したもめ、Nゴケット及びNロラットH型の技

　　術並びにコンポ」ネントを用い直径を2．4観から約3俄とレたもの、第1段に

　　固体・ケットを用いたものあるいは低高度軌道への打上げ能力3～5tを持つ

　　ロケットを早急に得るため、三水ロケッ、トを採用せずNロケットに大型固体1

　　段（2本）を組合せたもの、全段軍体の屯のがここに示されている。

　　　現時点に於いては、一応Nロケット皿型を有力な候補としてH－1ロケットの開

　　発研究参進められているが、な診液水甲ケット開発に伴う諸問題及び衛星打上
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